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1. ヒトの生物学的位置

1 動物界

2 脊椎動物門

3 哺乳綱

4 霊長目

5 ヒト科

6 ヒト属

7 ヒト種

2. ヒトの進化の系譜

1 アウストラロピテクス 370万年前

2 ホモ・ハビリス 240万年前

3 ホモ・エレクトス(直立) 160万年前

4 ホモ・サピエンス(賢い) 30万年前

3. サルの発生の系譜

1 食虫性原始哺乳類 2億3000万年前

2 プルガトリウス 6500万年前

3 プロコンスル 1800万年前

4 ケニアピテクス 1500万年前

熱帯雨林の消失

5 サンプル・ホミノイド 900万年前

4. 現生サルの種類

1 原猿

2 広鼻猿(新世界猿) 鼻がいい
3 狭鼻猿(旧世界猿) 目がいい
4 類人猿

5. プルガトリウス

1 30-40cm

2 地上性から樹上性へ

3 夜行性

4 単独生活

5 果実、葉を主食とする雑食性

6 大臼歯を有する 草をすりつぶす
7 鈎爪を有する 地上で敵を倒すために使っていたものが残った

6. プロコンスル

1 大型化 猛禽類に襲われなくなった

2 樹上性

3 昼行性 樹上には天敵がいないため

4 単独生活
5 柔らかい果実を主食 果実が豊富だったため

6 平爪を有する

7 三半規管、小脳の発達

7. 樹上生活がもたらしたもの

1 食性の変化 虫→葉→果物

2 両眼立体視

3 色彩眼

4 手足の分化

5 指関節

6 拇指対向性

7 鈎爪から平爪へ

8 捕食者からの解放

9 指紋・掌紋

10 肩関節の多軸化

11 活動時間の変化

12 歯型の変化

13 腸の発達

14 大型化

結論

1. ヒトはサルと共に霊長目に属する

2. ヒトの形態および行動の基盤は樹上生活によって形成された
